
秋田県生活環境部環境管理課
八郎湖環境対策室

令和７年４月１日

令和７年度
八郎湖わがみずうみ創生事業の概要



○工場・事業場等の排水対策

●水質保全型農業の普及促進

●漁業及び未利用魚等の捕獲による窒素、りんの回収

○下水道等の整備と接続率の向上

○底質の改善

○公共用水域の水質測定

●ＩＣＴを活用した対策等の調査研究等の推進

○湖岸の生態系保全機能の回復

湖
内
浄
化
対
策

そ
の
他
対
策

点
発
生
源
対
策

●国営かんがい排水事業と連携した農地排水負荷の削減
面
発
生
源
対
策

○大潟村における流出水対策の推進

○方上地区における自然浄化施設等の活用

01.発生源対策事業

02.湖内浄化対策事業

03.アオコ対策事業

04.調査研究等推進事業

（継続）八郎湖「わがみずうみ」創生事業

第３期湖沼水質保全計画（R1～R6）の主な取組

(1)工場・事業場排水基準検査

(2)生活排水処理施設の整備等

(1)西部承水路水質改善対策
①水の流動化対策
②高濃度酸素水供給による底質・水質  
改善対策

(2)湖辺植生回復環境整備

(1)アオコ監視カメラの運用
(2)アオコ遡上防止用シルトフェンス
(3)馬踏川アオコ抑制対策

(1)水質環境基準等調査
(2)八郎湖研究会
(3)対策検討のための基礎調査
①湖底耕うんによる底質改善対策検討
基礎調査（拡充）

②ヨシ有効活用推進事業

(1)八郎湖環境学習推進
(2)八郎湖普及啓発推進（拡充）
(3)水質保全対策推進

05.湖沼水質保全計画推進事業

●河川における生態系の保全及び親水性の確保

○地域住民等に対する普及啓発と協働の取組の推進

令和７年度の対策事業

●＝新規・拡充

○流域の森林整備

○アオコ対策
06.農地排水負荷削減対策事業

(1)水質保全型農業の推進
(2)方上地区自然浄化施設の活用

07.第4期湖沼水質保全計画策定事業

○西部承水路の流動化促進
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令和７年度の事業概要

（１）工場・事業場排水基準検査
  法令等に基づく排水基準や汚濁負荷量基準が適用される工場・事業場の
立入検査を実施し、監視・指導を行うとともに、排水基準検査を実施する。

＜対象施設＞ 153施設
＜検査施設＞ 11施設 排水量30㎥/日以上 ：10施設

排水量５㎥/日以上 ：１施設（畜舎）
＜検査項目＞ pH、SS、COD、窒素含有量、りん含有量

（２）生活排水処理施設の整備等
一般家庭等からの生活排水の適正処理を目的として、下水道等への

接続促進や新たに設置される浄化槽の高度処理化（窒素除去型）を
促進するため、地域住民等に対して啓発や指導等を行う。

01 発生源対策事業

事業の目的
家庭や工場・事業場（点発生源）等からの排水に含まれる汚濁負荷物質を削減する。

排水量
条例で定める業種※１ その他業種※２

COD 窒素 りん COD 窒素 りん

(50)
30m3/日以上

30

(60)
20

(8)
2

(120)
30

(60)
20

(8)
2

(50)
 30m3/日未満

－ － － － －

（参考）八郎湖流域の排水規制強化について （ ）は従前

※１ 公害防止条例に規定する畜産食料品製造業、し尿処理施設等
※2 条例で定める業種以外の業種
※3 数値の単位：mg/L

（参考）下水道等の普及･接続状況と第３期計画での目標

施設区分
令和６年度(実績) 令和６年度（目標）

普及率 接続率 普及率 接続率

公共下水道 86.4% 85.4% 85.5% 87.1%

農業集落排水 2.9% 66.3% 3.1% 66.7%

合併浄化槽 5.0% － 6.5% 100%

合計 94.6% 85.6% 95.1% 87.3%＜高度処理型合併浄化槽設置状況＞

H30実績 R６実績 R６目標

設置基数 ３４ １０ －

累 計 ４７４ ５７１ ７１４
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02 湖内浄化対策事業

事業の目的
八郎湖の水質浄化を促進するため、各種湖内浄化対策を実施する。

3

かんがい期 非かんがい期

１） これまでの経緯

平成12～14年度 試験実施
平成15年度～  非かんがい期に実施
平成20年度 旧浜口樋門の改修
平成21年度～  かんがい期及び

 
 非かんがい期に実施
 （導水量 6.3→12.6 m3 /s）

３） 西部承水路（野石橋）のＣＯＤ（75％値）の経年変化
平成13～21年度にかけて減少傾向であったが、近年は横ばい傾向

２） 流動化促進期間及び注水量（Ｒ６年度実績）
＜かんがい期＞ ＜非かんがい期＞

５月１日～９月10日 ９月11日～11月30日
約93百万m3 南部機場の排水量約13百万m3

（浜口機場より約49%） 

令和７年度の事業概要

（１）西部承水路水質改善対策 ①水の流動化対策

東部承水路の水質良好な水を浜口機場から西部承水路に導水し、西部承水路の流動化を促進することにより、水質改善を図る。



令和７年度の事業概要

高濃度酸素水供給装置の撤去、次期対策検討のための水中ドローンによる湖底形状解析を実施する。  

男鹿市若美

← 野石橋
（下流側）

高濃度酸素水
供給装置

↓ 五明光橋
（上流側）

流
動
化

大潟村

①

②

③

＜高濃度酸素水供給装置の仕組み＞
① 湖水を取水  
② 湖水に酸素を溶解し高濃度酸素水を生成  
③ 湖内窪地底層へ高濃度酸素水を供給

＜装置の概要＞
◇ 供給量  ３m3／分
◇ 高濃度酸素水のＤＯ 25～30mg/L
◇ 稼働期間   ５月～10月（Ｈ29～Ｒ２は６月～1１月）

＜位置図＞

浜口機場

南部排水機場

←五明光橋

←野石橋

←実施箇所

＜高濃度酸素水供給装置＞

酸素溶解タンク

取水

送水

↓

02 湖内浄化対策事業

事業の目的
八郎湖の水質浄化を促進するため、各種湖内浄化対策を実施する。

4

（１）西部承水路水質改善対策 ②高濃度酸素水供給による底質・水質改善対策
・ 野石橋上流地点は窪地にヘドロが堆積しており、貧酸素化により栄養塩類（窒素・りん）が溶け出して水質悪化を招いていることから、
貧酸素化した窪地底層に、高濃度酸素水を供給することにより、底質及び水質の改善対策を実施してきた。
・ 事業開始から水質はおおよそ横ばい傾向であり、水質の悪化には一定の効果が得られているものの、高濃度酸素水の供給効果は
西部承水路の限定的な範囲にとどまっていることから、高濃度酸素水供給による対策はＲ６年度で一区切りとし、今後はより広範囲で
の効果が期待できる対策を検討していく。



1/2

（２）湖辺植生回復環境整備 ①湖辺植生回復環境整備業務

02 湖内浄化対策事業

事業の目的
八郎湖の水質浄化を促進するため、各種湖内浄化対策を実施する。

これまで整備した消波工を活用した水生植物の移植や消波工
内の環境整備を行い、植生の持続的な再生を目指す。

伐木（粗朶製作）　　　
 A=1,000m×12.0m=12,000m2

三種川河口消波工 10箇所

牡丹川河口消波工 14箇所

夜叉袋消波工 ５箇所

東野粗朶消波工 １箇所

天王大崎粗朶消波工 １箇所

赤：Ｒ７対策箇所

刈取前

刈取後

刈取事例

↓

粗朶枠設置

既設石積撤去・再設置 既設石積撤去・再設置

Ｎｏ．２＋３、４＋５、６＋７

牡丹川河口消波工 Ｎｏ．２～７

堤防天端

道路

伐木工　断面図

（粗朶製作）

伐木　W=12.0m

＜R７実施内容＞
   ○牡丹川河口消波工 ６箇所 №２、３、４、５、６、７

・粗朶枠製作（堤防伐採材再利用）
・消波堤内盛土工
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1/2

（２）湖辺植生回復環境整備 ②八郎湖生態系環境基礎調査

02 湖内浄化対策事業

事業の目的
八郎湖の水質浄化を促進するため、各種湖内浄化対策を実施する。

三種川河口消波工 10箇所

牡丹川河口湖岸・消波工（R7予定）

夜叉袋消波工（R6実施）

東野粗朶消波工 １箇所

天王大崎湖岸・粗朶消波工（R8予定）

生態系環境改善効果検証

・内容：水質、底質、魚類、底生動物、植生分布についての生態系調査を行う。

・時期：６月、10月（年２回）

消波工内 消波工外

湖岸環境
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令和７年度の事業概要

H24.7馬踏川（潟上市）

（１）アオコ監視カメラの運用 （２）アオコ遡上防止用シルトフェンス

八郎湖流入河川のうち、糸流川、鹿渡川、鯉川、馬場目川、井川、
豊川、馬踏川の７河川に設置し、アオコの住宅街への遡上や悪臭被
害を防止する。このほか、潟上市単独で飯塚川と妹川に設置予定。

◯県所有のシルトフェンス 21張 350ｍ
◯設置時期 ６月～９月（予定）

鹿渡川

糸流川

鹿渡川

馬場目川

井川

豊川

馬踏川

設置河川 位置図

真坂

小深見川河口

天王大崎

馬場目川
河口

馬踏川河口

監視モニター

○八郎湖岸の主要地点６箇所の カメラによる監視
・ 県庁八郎湖環境対策室にモニター設置
・ 関係市町村、山本・秋田地域振興局と情報共有

  ・ 通年稼働
  ・ 映像は15分ごとに静止画記録

○漁協への業務委託による現地調査
・ 湖内４箇所
（馬踏川、飯塚排水機場、塩口水路、大潟橋）

○対策室現地調査
・ 湖内11箇所（週１～２回）

小深見川河口
モニター画像

鯉川

カメラ位置図

糸流川

飯塚川
妹川

アオコ調査

野石

03 アオコ対策事業

事業の目的
アオコの発生状況等の監視を強化するとともに、アオコによる住民への悪臭被害の防止及び発生抑制のための対策を実施する。
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馬踏川は停滞水域である大久保湾の最も奥に河口を有し、八郎湖流入河川の中でも、特に
アオコが遡上・集積するところである。 また、他河川と比較して河口から住宅街までの距離も短
く、遡上による悪臭被害発生の頻度も高い。
平成25年度から27年度まで「アオコ抑制装置」による実証試験を行い、アオコ被害防止効果
が確認されたことから、平成28年度から本対策として実施している。

令和４年度からは自走式アオコロボットも設置し、さらなる効果の向上を図っている。

（３）馬踏川アオコ抑制対策事業

ア
オ
コ
遡
上

②超音波照射により沈降

④オゾンエアレーション
によりアオコの悪臭抑制

①アオコを
吸引し破砕

③水流により
アオコの集積防止

ア
オ
コ
遡
上

アオコ抑制装置効果イメージ図実施期間 ７月～９月（予定）
＜アオコ抑制装置の構成＞
①アオコ吸引装置

装置上流部へ遡上したアオコを吸引破砕
②超音波照射装置

ガス胞を破壊しアオコを沈降
③水流発生装置

流動によるアオコの群体化を抑制
④オゾン発生装置

オゾンの脱臭効果により腐敗臭の抑制

＜自走式アオコロボット＞
＜特徴と効果＞
・表層浮遊するアオコ堆積場所に向かって移動
・操作は事前設定航路を設定した上でのオートクルーズ方式 マニュアルでの操作も可能
・太陽光発電により電源供給不要
・重量が70kg ２～３人で設置場所の移動も容易

①

② ③

④

上流側 下流側

アオコ抑制装置側面図

平成23年８月30日の状況（上と同じ場所）

装置部 装置上流800ｍ地点

装置部

装置上流800ｍ地点装置部

平成30年８月10日 11時頃の状況

自走式アオコロボット
水上写真

アオコ抑制装置・
フェンス設置位置

自走式アオコロボット
設置位置

八郎湖
調整池

潟上市
市街地

03 アオコ対策事業

事業の目的
アオコの発生状況等の監視を強化するとともに、アオコによる住民への悪臭被害の防止及び発生抑制のための対策を実施する。
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設置位置



令和７年度の事業概要

（１）水質環境基準等調査
 公共用水域の水質等を的確に把握するための調査を実施する。

 ①水質環境基準調査
【河川】
年12回調査６地点 ● （三種川、馬場目川上流・下流、井川、豊川、馬踏川）
年４回調査５地点 ● （鵜川、糸流川、鹿渡川、鯉川、小深見川）
【湖内】
年12回調査５地点 ● （湖心、野石橋、大潟橋、南部排水機場、北部排水機場）
年10回調査５地点 ● （浜口機場、調整池東部、調整池西部、大久保湾、防潮水門）
【底質調査】
湖内３地点 （湖心、大潟橋、調整池東部）

②水質環境基準補助調査
濁水時やアオコ発生時等に、より的確な水質の把握を目的として調査実施する。

アオコ調査

底質調査

水質調査

産

学官

～ 全体会 ～
～特別検討会～

ＤＸ環境保全生態系

企業、NPO 等

県、市町村 大学、研究機関

産学官が連携し、各テーマ毎に対策を検討する。＜八郎湖研究会＞

⇒  調査研究の成果を新たな対策として実現

04 調査研究等推進事業

事業の目的
水質保全のために必要な調査研究を推進するとともに、実効性の高い対策等について検討する。

（２）八郎湖研究会
水質汚濁メカニズムや水質浄化対策について、産学官連携による
調査研究等を推進する。
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湖底にヘドロが堆積している消波工において、耕うん器具（レーキ）を用いて人力により湖底を耕うんし、底質に酸素と日光を供給す
ることで、底質の改善が図られるか検討するための基礎調査を行う。

1/2
①湖底耕うんによる底質改善対策検討基礎調査

湖底耕耘による底質改善

◆ 調査場所：夜叉袋消波工
（耕うん区、対照区）

◆ 耕うん回数：４回

◆ 調査内容：水質（水温、DO、 Chl.a 、ミクロシスチン、植物プ
ランクトン相等）、底質（強熱減量、ミクロキスティス属細胞
数等）等

◆ 試料採取：耕うん前後に採取

Ｒ６年度
耕うんにより、ミクロキスティス属細
胞数が減少。底質中でのミクロキス
ティスの分解が促進した可能性。

月１回の耕うんではヘドロの
減容化などの底質改善効果
は確認できなかった。

Ｒ７年度

◆ 調査場所：夜叉袋消波工（継続）、馬踏川河口（新規）
◆ 調査時期：４月～９月予定（月１～２回、）

◆ 調査内容：水質（水温、DO、Chl.a、ミクロシスチン、植物プランクトン
相等）、底質（強熱減量、ミクロキスティス属細胞数等）

耕うんの様子

夜叉袋消波工 No. １-２

耕うん区
対照区

夜叉袋消波工 No. ３-４

継続することで底質改善、ミクロキスティス属細胞の分解が促進
される

◆ 調査結果

※継続した調査による検討が必要

耕うん回数や時期を検討し調査を実施

04 調査研究等推進事業

事業の目的
水質保全のために必要な調査研究を推進するとともに、実効性の高い対策等について検討する。

（３）対策検討のための基礎調査
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刈取り後のヨシの有効活用

・適度に刈取りが行われない場合は水質浄化機能が低下
・廃棄物処理するための費用が掛かる（刈取り、処分）
・草丈が長く、不法投棄されやすい場所となりうる

生育中のヨシ浄化施設での
SS除去率

２年程で除去率が低下する
※SS：懸濁物質

刈取り後のヨシ刈取り前のヨシ

高い所では草丈３m程度になり、不法
投棄されやすい

刈取り後のヨシは廃棄物処理または
放置される

Ｒ４年度：秋に裁断したヨシを散布後、耕起し、タマ
ネギ定植（予備試験）

Ｒ５年度：生育・収量調査を実施

ヨシ施用区が良い生育・収量結果

Ｒ６年度：土壌改良効果の持続性の検討

収穫したタマネギ

Ｒ７年度：効率的な散布方法の検討

土壌物理性調査
生育・収量調査を実施

ヨシの施用頻度や施
用量が明らかとなる

不法投棄未然防止

ヨシ活用方法の提示

廃棄物の減量化 循環型社会の形成
ヨシ群の安定した刈取サイクルの確立

１）マルチング材としての活用検討

Ｒ３年度：刈取ったヨシの厚さを変えて敷設

Ｒ４年度：物理的な雑草抑制効果の検討（予備試験）

Ｒ５年度：物理的な雑草抑制効果の検討

敷設の厚さで雑草の発生量を調査

束にすることである程度雑草抑制効果を確認

自生ヨシ原において抑制効果を確認（短期間）

Ｒ６年度：果樹マルチング材としての検討

雑草発生抑制効果の検討のため、ナシ畑にマルチング材として敷設
場所：果樹試験場天王分場

樹幹に敷設したヨシ

Ｒ７年度：果樹（ナシ）マルチング材としての効果確認

3割増収
２）土壌改良資材としての活用検討

04 調査研究等推進事業

事業の目的
水質保全のために必要な調査研究を推進するとともに、実効性の高い対策等について検討する。

（３）対策検討のための基礎調査

②ヨシ有効活用推進事業

八郎湖岸や農業用ため池等に見られるヨシ群は、栄養塩を吸収し
生育するため、水質浄化に効果がある。
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（１）八郎湖環境学習推進

八郎湖での環境学習や生き物との触れ合いを通じて、環境保全の意識を啓発するため、八郎湖流域の住民に対し出前授業を実施する。
環境副読本を作成し、流域小学生等に配布して、環境学習に活用してもらうことで、八郎湖への関心を高める。

出前授業（座学）

出前授業（野外学習）

水生生物調査

①環境学習の出前授業
 八郎湖や流域河川に棲む様々な“生き物”や“水”の視点に沿っ
た座学や水生生物調査を含む野外学習を通じて、八郎湖の現状
に触れ、自ら考えさせる「環境学習プログラム」を実施。

05 湖沼水質保全計画推進事業

事業の目的
地域住民等との協働活動や、環境教育を推進するとともに、各種水質保全対策の進行管理等を実施する。

②環境副読本「みんなの八郎湖」の作成と配布
八郎湖と水への関心を高める事を目的に、流域市町村の
小学校５年生全員に副読本を配布する。

出前授業（座学）

12



令和７年度の事業概要

八郎湖環境保全普及啓発イベントを実施する。
参加者が五感を通じた実体験により、八郎湖の豊かさや面白さを身近に感じることで、現在
の八郎湖を守る気持ちの意識を醸成し、自らが環境保全の取組を実施することを目指す。

令和６年度イベントの実施状況
・八郎湖について学び、八郎湖で捕れた魚や流域で採れた農産物等を食べて、八郎湖岸での生き物調査
を行う体験型イベントを開催
・参加人数56人（小学生、親子等）

ワークショップ 八郎湖の食材を使った食事 生き物調査

05 湖沼水質保全計画推進事業

事業の目的
地域住民等との協働活動や、環境教育を推進するとともに、各種水質保全対策の進行管理等を実施する。

（２）八郎湖環境保全普及啓発推進

八郎湖における環境保全について広く地域住民等を対象とした住民参加型の普及啓発イベント等を実施することで、環境保全に向けた機
運を高める。

13

（３）水質保全対策推進

八郎湖水質対策連絡協議会において、流域市町村との意見交換、情報共有を行い、市町村や関係機関と一体となった対策推進を図る。

一人ひとりが実施する
環境保全の意識
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＜ 代かき期の濁水 ＞

日本海防潮水門

中央幹線排水路
西部承水路

調整池

南部排水機場

１） 水質保全型農業の普及促進
①水質保全型農業普及促進事業補助金 [～1千円／10a]
②普及展示ほの設置

２） 浅水代かき・浅水たん水管理の推進
①広報巡回（公用車燃料）  
②リーフレット作成・配布 ③補助金申請ほ場確認  

＜ 代かき作業 ＞

＜ ＣＯＤ負荷の発生源別割合 ＞

１） 水質保全型農業の普及促進

① 水質保全型農業普及促進事業補助金

２）  浅水代かき・たん水管理の推進

① 落水管理の広報巡回 ： 山本管内2日間 ・ 秋田管内5日間 計7日間
② リーフレットの作成・配布：3,000部 配布先：流域市町村、JA等
③無落水移植栽培等申請ほ場の確認

浅水管理と使用済みプラスチック適正処理等のために情報発信による
啓発・広報活動を展開。同時に、無落水移植ほ場の田植巡回を強化。

H30

COD：化学的酸素要求量
数値が大きいほど有機物が多く、汚れが大きいことを示す

汚濁負荷の一番の原因になっている代かき期の濁
水を抑えるため、無代かき栽培等の水質保全型農
業の技術定着と面積拡大を図る。

無落水移植栽培
代かき後に落水せずに濁
水を抑制する。GPS付田植
機の導入によって無落水で
高精度の田植えが可能であ
り、かつプラスチック肥料殻
の流出抑制につながる。

無代かき移植栽培
代かきせずに砕土率を高めて移植することで水
質汚濁削減につながる有効な手段。

※ 交付条件：事業者あたり３回

八郎湖に流入する汚濁負荷のうち、水
稲栽培に由来するものが流域全体で４
割近くを占めている(水稲面積約2万ha)。
このため、汚濁負荷の削減には水田
から排出される負荷(代かき濁水)を抑制
することが必須。

無落水移植栽培の普及と技術情報提供のための
展示ほを設置。

＜COD抑制効果＞

△15%

△44% △43%

＜無代かき・無落水・乾直栽培面積の推移＞

※ 無落水は暫定値

△48%

乾田直播栽培 ※R5から交付対象

育苗せず籾を乾田に直接播種することで、大幅な
省力化と水質汚濁削減につながる有効な手段。

水田からのマイクロプラスチック流出問題

代かき～移植前後の強制
落水によりプラスチック肥料
殻が９割ほ場外へ流出(R2～
3農水省)

【対策】
代替技術開発が急務だ
が、現在は強制落水しな
い農法転換が最も有効
な対策

＜無落水面積とGPS付田植機導入の推移＞

海洋等の水系域へ移行
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② 無落水移植栽培普及展示ほの設置

06 農地排水負荷削減対策事業 （１）水質保全型農業の推進

事業の目的
無代かき移植栽培や無落水移植栽培等、濁水を排出しない農法の普及拡大を図り、水田からの濁水流出削減につなげる。
農業用使用済みプラスチックの適正処理の啓発、及びプラスチック肥料殻の水田からの流出抑制を図る。
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令和７年度の事業概要



１）これまでの経緯

・中央幹線排水路の隣接地（方上地区）にはヨシ
が自生し、土地利用状況も未利用地となっていた
ことから、ヨシの植生を利用し中央干拓地からの
排水（中央幹線排水路の排水）を浄化する「植生
浄化施設の整備」について、平成20年度に庁内合
意された。しかし、高額な事業費を必要とするこ
とから、国事業の活用を模索してきた。
・平成23年度に公募の環境省委託事業に選定され
たことで、国費による4haの施設造成と水質浄化
試験を行った。（平成25年度まで）

２）実施の背景

・環境省調査の終了に伴い、県費の投入なく財
産取得できた施設（県で整備予定だった植生浄
化施設を国費により造成）を活用する。
・植生浄化法は、自然を生かした方法であり、
環境への負荷軽減及び維持管理の負担軽減が図
れる。
・大潟村から排出される負荷量を直接削減する
手段としては、環境保全型農業の実施と当該施
設の運用しかなく、SS負荷削減量は、無代掻き
栽培165haに相当する。

３）目 的

・大潟村からの排水が集水される中央幹線排水路
の排水(農地排水による濁水)を、八郎湖に流入す
る直前（下流地点）の方上地区で水質浄化する。
これにより、八郎湖に流入する汚濁負荷量の軽減
を図る。

５）令和７年度事業概要

４）現 状
・第１期計画時点では浄化施設を242haまで拡大
する計画であったが、詳細な費用対効果の検討
や、地区内に稀少生物が確認されたことにより、
対策はＨ23年に整備した、約４haの範囲で実施
している。ほ場 60m×113m＝6,780㎡×６面＝40,680m2

方上地区植生浄化施設

方上地区

06 農地排水負荷削減対策事業 （２）方上地区自然浄化施設の活用

事業の目的
大潟村方上地区に自生するヨシの植生を利用し、中央干拓地からの濁水の浄化対策を行う。
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導水管撤去

ヨシ刈取

ほ場整地

施設造成から10年以上経過し設備の劣化等がみられ、機能保全を行ってきたところであるが、費用対効果
の面から多額の費用をかけることは困難であることから、自然浄化施設での対策をＲ６年度で終了とし、導
水管の撤去、ほ場整地を行う。
併せて、ヨシ有効活用推進事業に利用するため、ヨシの刈取を行う。

○導水管撤去、ほ場整地、ヨシ刈取
白色劣化した塩ビ管



⚫ 湖沼水質保全特別措置法の「指定湖沼」である八郎湖は、同法により「湖沼水質保全計画」の策定が定められており、八郎湖の長期ビ
ジョンの実現に向けて計画に基づく各種水質保全対策を総合的に実施してきた。令和２年３月に策定した「八郎湖に係る湖沼水質保全
計画（第３計画）」が令和６年度末で終了となるため、第４期湖沼水質保全計画を策定する。

⚫ 第４期計画は、令和６～７年度の２か年で策定を行う。
・第３期計画に掲げた対策の効果等を検証するため、業務委託により八郎湖の水質予測シミュレーションを実施。
・シミュレーション結果等をもとに、学識経験者で構成される県環境審議会八郎湖環境保全部会等において、より実効的な対策を検討。
・関係機関との調整・協議を経て、令和８年３月に第４期計画（Ｒ７～16年度の10年計画を予定）を策定予定。

07 第４期湖沼水質保全計画策定事業

16

八郎湖の長期ビジョン「恵みや潤いのある“わがみずうみ”」の実現

第４期計画策定フロー（Ｒ６～Ｒ７）

第４期計画策定（Ｒ８．３）



１ 発生源対策事業  

（１）工場・事業場排水の監視指導

（２）生活排水処理施設の整備等

２ 湖内浄化対策事業

（１）西部承水路水質改善対策

 湖水の流動化対策 １

高濃度酸素水供給による底質・水質改善 １  

（２）湖辺植生回復環境整備 １

３ アオコ対策事業  

（１）アオコ監視カメラでの監視     ６台 １ 

（２）アオコ遡上防止用シルトフェンスの設置 ９河川 １  

（３）馬踏川アオコ抑制対策 １

４ 調査研究等推進事業  

  （１）水質環境基準等調査  湖内１０地点、流域河川１１地点  

（２）八郎湖研究会                  

  （３）対策検討のための基礎調査   

湖底耕うんによる底質改善対策検討基礎調査 １  

ヨシ有効活用推進事業 １             

５ 湖沼水質保全計画推進事業  

（１）八郎湖環境学習推進  （継続）

（２）八郎湖環境保全普及啓発推進            （拡充）     

（３）水質保全対策推進      （義務的経費）

６ 農地排水負荷削減対策事業 

（１）水質保全型農業の推進 １

（２）方上地区自然浄化施設等の活用 １

I

C

E

B

D

A

H

新規・拡充事業

継続事業

方上地区

三種川河口消波工

南部排水機場

牡丹川河口消波工

馬踏川

豊 川

大潟橋
（環境基準
点）

湖心
（環境基準点）

野石橋
（環境基準

点）

馬踏川河口

真 坂

馬場目川河口

天王大崎

小深見川河口

東野地区粗朶消波工

天王大崎粗朶消波工

【参考】Ｒ７ 八郎湖環境対策室
「わがみずうみ」創生事業対策位置図
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